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　山梨県漬物協同組合（長谷川正一郎理事長　
組合員12社）は、1月30日に甲府市内の古名屋ホ
テルで組合員や取引業者などが出席した新春賀
詞交換会・研修会を開催、今回は山梨学院大学の
名取貴光准教授を講師に招き、「甲州小梅に見出
すアンチエイジング効果」について学んだ。
　名取准教授は、農業の発展と健康増進に寄与

をするために、果物
や野菜などに含ま
れる食品成分の機
能性に関する研究
を行っている。その
中で、甲州小梅の
機能性についても
着目し研究を進め
てきた。

　今回の研修会では、甲州小梅に含まれるリグナ
ン化合物にはアンチエイジング効果（寿命延長効
果）を期待することができること、甲州小梅に由来
するウメリグナン類がもつ骨代謝調節作用（骨粗
鬆症予防効果）の可能性があること、また、甲州小
梅に含まれているポリフェノール類やカロテノイド
類には生活習慣病の予防効果や抗がん効果、神
経機能改善効果、老化予防効果も報告されてい
るとの説明があり、参加者は甲州小梅の持つ機能
性の高さを再認識した。
　長谷川理事長は、「甲州小梅の栽培面積はこの
20年間で約半分に減少しており、販売額も同様に
減少している。山梨県が小梅の生産量日本一であ
ることをPRするとともに、甲州小梅の新たな機能
性に着目した健康志向の商品開発を行い、健康効
果をアピールして新たな販路を開拓していきた

い。」と今年度の抱負を語った。
　組合では、甲州小梅の機能性の研究と活用を
進めていくことが業界の成長に必要であると位置
づけ、山梨学院大学や山梨県産業技術センターと
の連携を強化して健康志向をキーワードに新たな
活路を見出すべく、新年会を更なる団結を誓う機
会とした。
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講師の今西氏

　山梨県酒造組合（北原兵庫会長）では、昨年8月
から県内の大学生4名の協力を得て日本酒の若年
層への市場開拓のための調査研究を進めてきた。
その結果について、2月20日山梨県立図書館で行
われた、県内大学が学生と企業との連携事業として
進めている「Miraiプロジェクト発表会」の中で報告
があった。その中で学生からは「若者に日本酒を飲

んでもらう！」
「拡散力の高
いSNSで日本
酒の魅力を発
信！」「ミステリ
アスな酒蔵を
訪れてもらう！」
の3つの提案
が行われた。

　日本酒の国内出荷量は年々減少しており、1975
年の167.5万klをピークに40年間で約3分の1に激
減した。要因の一つには、健康志向の高まりに加え
人口減少や若者の酒離れがある。
　そこで、新たな市場開拓のために、県内大学に
通っている学生を対象に若年層の日本酒への意識
調査を行った。調査では、若者がチューハイや果実
酒など飲みやすくアルコール度数の低いお酒を好む
傾向にあり、日本酒に対して飲みにくそう・年配向き・
香りがきついなどマイナスイメージを持っていた。日
本酒の購入基準としては値段と味に加え知名度や
飲み切りサイズが重視されていること、業界が進め
ている低アルコール日本酒やスパークリング日本酒
などの知名度が低いことが分かった。また、若者が
利用しているSNSの違い（FacebookよりLINEの
方が利用率が高い）により情報の拡散力に大きな差

が出ていることも分かった。こうした調査結果をもと
に、若者の日本酒の消費拡大に必要な取り組みとし
て、3つの提案がなされた。
　北原会長は、「日本酒市場が縮小傾向にある今、
若者層の拡大が業界発展の鍵となる。調査結果を
受けて学生から提案された3つのテーマに対して組
合として具体的な方策に取り組んで行きたい。」と抱
負を述べた。

●山梨県酒造組合
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　山梨県オートバイ事業協同組合（吉田雄介理事
長　組合員20社）は２月５日、甲府市のホテル談露
館に三重県で二輪自動車小売業を営む㈱今西マ
シーンテクノの今西崇社長を招き「価格競争に巻
き込まれない、“価値”を売れ!!お店のファンを増や
していこう!!」と題した講習会を開催、組合員18名
が参加した。

　この講習会は、
二輪車市場が縮
小し厳しい経営を
迫られる販売店
が増える中、ブロ
グやツイッターな
どの無料のＳＮＳ
を効果的に活用
した価格競争に

巻き込まれない販売手法や経営基盤の強化を学
ぶことを目的に実施された。
　今西氏は、販売店主がこれまで培ってきた「知
識」「経験」「体験」など、独自の価値や魅力を発
信する「エクスペリエンス・マーケティング」と呼ば
れる情報の発信により、同じ価値観を共有できる
顧客と販売店とのコミュニティが築かれ、新規顧客
の獲得や顧客満足度の向上などが期待できると
事例を交えて説明した。
　また、販売店からの情報発信が増えることで、潜
在需要の掘り起こしや二輪車市場の拡大を後押
しする可能性が期待できるとし、「今はバイク屋同
士が競争している時代ではなく、協調しなければな
らない時代に入ってきている。未来のバイク乗りの
ために、二輪車業界の活性化に力を合わせなけれ
ばならない。」と話し、二輪車離れが続く中で各販

売店の取り組みが重要になることを力説した。
　参加者からは「ＳＮＳを活用した販促活動は、即
効性は期待できなくても、顧客との信頼関係が生
まれることで安定した集客に結びつくのではない
か。」「販売店のオリジナリティを打ち出すことで存
在価値の向上や他店との差別化を図ることがで
き、過度な価格競争に巻き込まれにくくなるのでは
ないか。」といった感想が聞かれた。

●山梨県漬物協同組合

研修会の様子

講師の名取准教授

調査内容を発表する学生4名

プロジェクト成果を説明する学生


